
各　　位

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社

■ 百貨店事業

○ 全店の概況

・ 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染者数も落ち着きを見せ、来店客数が堅調に推移し売上高は前年実績を大幅に上回った。
特に都心店が、各店2ヶ月連続の2ｹﾀ増と好調だった。

・ 2023年秋の完成に向けてﾘﾓﾃﾞﾙが進む高槻阪急では、9月下旬に大型専門店がｵｰﾌﾟﾝおよびﾘﾆｭｰｱﾙ。新しい
お客様にも多数ご来店いただき、食品をはじめ他の売場への買い回り効果もあり、売上高が伸長。

・ 売上高の2018年対比は104％、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞを除く国内売上高の対比も108％といずれもｺﾛﾅ前水準を上回った。
中でも阪急本店の2018年対比は110％（同国内売上高対比115％）、阪神梅田本店は112％（同115％）と2ｹﾀの
伸びを示した。免税売上高は、前年実績は大きく上回るも、ｺﾛﾅ前の2018年・2019年までの回復には至らず。

○ 阪急本店の概況

・ 上旬からの気温の低下もあり、婦人・紳士ともに秋冬ﾌｧｯｼｮﾝが本格稼働、各ｶﾃｺﾞﾘｰ概ね売上高は2ｹﾀ増と前年

実績を大きく上回った。ｺｰﾄやｼﾞｬｹｯﾄ、ｼｮｰﾄを中心とするﾌﾞｰﾂが前月に続き好調で、ﾈｯｸｳｴｱや手袋にも動きが

見られた。また、洋服に合わせるｱｲﾃﾑとしてﾈｯｸﾚｽやｲﾔﾘﾝｸﾞなどのｱｸｾｻﾘｰも高稼働。

・ ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾆｰｽﾞも回復傾向が続き、ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾘﾝｸﾞや、ｼｰｽﾞﾝを迎えｹﾞｽﾄｽﾀｲﾙの動きが良かった。

・ 100万円以上の高額品の売上高は、前年の約1.6倍と引き続き好調で、中でも宝飾品は全体として約2倍と高伸。

・ 人気の海外催事「英国ﾌｪｱ」が、開催期間の違いはあるものの過去最高の売上高を達成。3年ぶりに現地からの

実演者も来日し、連日多くのお客様で賑わいを見せた。

※過去1年間の売上高推移

■ 食品事業

※関西スーパーは参考数値です。
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※2022年3月期より「収益認識に関する会計基準」を適用して

おりますが、月次の売上速報および営業概況につきましては、

当該基準等適用前の取扱高で開示しております。

ておりますが、
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＜本件に関するお問い合わせ先＞
エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 広報部 TEL：０６-６３６７-３１８１

★数値は速報値のため、確報値とは誤差が生じることがあります。


